＝箱根駅伝予選会結果＝

箱根駅伝予選会で出場42校中総合32位！！

～大塚統彦（2年）が東経大新記録達成～

　第84回東京箱根間駅伝競走大会予選会が10月20日（土）東京・立川市で開催され出場校42校の中から本選会に出場する１位の中央学院大学他9校が決定しました。

今大会、東経大は、「10名がしっかりとした記録で完走し順位を確定させる事、平均タイム1時間10分を切ること」を目標に7月から3回の合宿を含め徹底的な走り込みを行い、でき得ることはすべてやり尽くしスタートラインに立ちました。それでも数名のけが人を抱えながら10名ぎりぎりでの出場であったため若干の不安もありましたが、各選手が落ち着いて持っている力を出し切り、全員が完走してくれました。その結果、チームとしては昨年の順位なしという結果から32位と躍進しました。総合時間は11時間40分07秒（関東インカレポイントを減じたタイムは11時間39分47秒）で一人当たりの平均タイムは1時間10分01秒（昨年は1時間12分07秒）でした。個人では大塚統彦（2年）が1時間03分01秒の東経大歴代新記録・自己新記録を達成するなど実に10名中7名が自己新記録を達成しました。なお、大塚の順位は出場487選手中161位でしたが、来年以降選抜チームの候補選手となる為には120位前後（1時間01分台）がめどとなります。大塚はまだ2年生、箱根路を手に届くところまで引き寄せた価値ある結果となりました。

　なお、当日は葵友会・ご父母・大学教職員・葵走会ほか100名以上の方にご来場いただき温かい応援を頂きました。心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

【第84回東京箱根間駅伝大会予選会結果】　10月20日（土）立川　　出場校42校

32位　　　　東京経済大学　　　　　11時間40分07秒

	順位
	氏名（学年）
	記録
	自身のコメント・備考

	161
	大塚 統彦（2）
	1:03:01
	1㌔以降リズムに乗れた。途中のペースダウンが残念。東経新・自己新

	225
	柱　 欽也（2）
	1:05:03
	オーバーペースのつけが後半に響いた。良い経験となった。　自己新

	295
	三代川淳一(2)
	1:07:18
	後半粘れず残念。自己新達成できよかった。　　　　　　　　自己新

	302
	小山田典洋(1)
	1:07:41
	まだまだ力不足。この経験を来年につなげたい。　　　　　　自己新

	380
	金子 政春(1)
	1:10:46
	満足な結果ではないが、来年への課題が見つかった。　　　　自己新

	385
	朝比奈 秀(4)
	1:10:57
	マメのため力が発揮できなかった。チームに迷惑をかけてしまった。

	387
	瀬川 陽平(1)
	1:11:09
	雰囲気に呑まれ自分の走りが出来なかった。　　　　　　　　自己新

	402
	斉藤 博俊(2)
	1:11:58
	これからは、トラックで心機一転を図りたい。

	465
	宮里 昌寛(3) 
	1:15:52
	チーム目標が達成できず残念。けがの中自己の記録には満足。

	468
	増田   啓(1) 
	1:16:22
	けがで苦しんだが、完走でき満足。長距離の楽しさを感じた。自己新


　                         ＜上位校総合結果＞

	順位
	大学
	記録

	1位
	中央学院大学
	10時間10分49秒

	2位
	帝京大学
	10時間12分14秒

	3位
	城西大学
	10時間12分14秒

	4位
	山梨学院大学
	10時間12分26秒

	5位
	大東文化大学
	10時間13分04秒

	6位
	神奈川大学
	10時間13分54秒

	7位
	国士舘大学
	10時間14分26秒(10:11:01)


	8位
	東京農業大学
	10時間14分15秒(10:12:35)

	9位
	法政大学
	10時間16分38秒(10:13:18)

	10位
	青山学院大学
	10時間16分12秒


監督より選手へのコメント

朝比奈秀（4年）

素人で入部し、長距離ブロックも確立していないチームからこの4年間の変貌振りに戸惑ったと思

うけど、歯を食いしばって頑張ってくれました。ブロック長としても競技的には朝比奈より力のあ

る後輩たちをしっかり束ね今回の結果へとチームを導いてくれました。ただただ頭が下がります。

近い将来、昨年のリーダー久保そして朝比奈の思いが達成できる日が必ず来ると思います。その基

盤をしっかり築いてくれました。4年間ありがとう。そしてご苦労様。

宮里昌寛（3年）

約1年間けがで苦しみながらも辛抱強く治療・できる範囲内でのトレーニングとよく今回の予選会

に間に合わせてくれました。まだまだ、けがとの闘いは続くかもしれないけど新チームリーダー

として後輩をしっかりと引っ張っていってください。

大塚統彦（2年）

今年前半は5,000ｍの自己新がなかなか達成できず自身で相当気を揉んでいたね。にもかかわらず

しっかりと根気強くトレーニングを積んできた結果として、9月に5,000ｍで自己新そして今回の

結果と素晴らしい成長を見せてくれました。箱根への「夢」を絶対達成してください。

柱欽也（2年）

今年は春先のけがで最も重要な時期に走り込みを中断してしまいました。単年度の自身の競技にと

ってはマイナスであったと思うけど、これからの競技人生の中で貴重な経験が出来たと思います。

競技に対する思いは大塚に引けを取らない存在、素質としては大塚をしのぐ存在、あとは人として

一回り大きくなれば鬼に金棒。

三代川淳一（2年）

練習で調子が良くても試合で結果を出せなかった1年でした。しかし、今回の予選会で貧血に悩み

ながらも自己新記録を達成できたのは立派。来年は大きな飛躍を期待する。

斉藤博俊（2年）

心の迷いを吹っ切る事！競技者としての身体的素質は優れていても心の迷いでそれを打ち消してい

る。すべての練習･すべての試合を自分のものとしてプラス思考で考えれば道は拓ける。今の気持ち

でトラックに専念しても結果は見えている。素直になる事！！

金子政春（1年）

膝痛に悩まされながらよく走りきってくれた。自分に厳しく競技に貪欲になればエースになれる！

瀬川陽平（1年）

瀬川の力はこんなものではない。しっかりとしたトレーニングを積めば間違いなく14分台を目指せ

る！！

小山田典弘（1年）

最後まで頑張りぬこうという思いが伝わってきた走りであった。しっかりとした走り込みができる体

作りができればおのずと結果はついてくる。

増田啓（1年）

冷静によく走りきってくれたね。けがに悩まされながらも苦手な20キロを走りきる為にしっかりと

この日に合わせてくれました。これからの自分の進むべき競技の方向を定め、中途半端にならないよ

うに取り組んでいってください。

金コーチ試合後のコメント概要

今回は大半の選手が自己新記録を達成してくれました。最も重要な大会においてベスト記録を出した

学生を褒めてやりたいと思います。来年より合宿所が設けられ、徐々に箱根を目指すための環境も整

い、それに伴って学生達の意識も高まってきています。来年以降、箱根駅伝予選会の結果は上がるこ

とはあっても下がる事はありません。あと2年（2回）で選抜チーム候補選手に東経大から選考され

ることを約束します。
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